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『基本を学ぶ 看護シリーズ 2 
からだの仕組みと働きを知る』

人の理解に必須な 
解剖生理の自己学習支援書

看護教育●2016 SEP. Vol.57 No.9 763

早いもので，自身が学生として解剖学を受講し

てから四半世紀が過ぎた。当時教室では講師の著

書である解剖学のテキストを用いた，ラテン語混

じりの講義が展開され，解剖学的部位をなぜかラ

テン語で答えなくてはならない問題がテストに出

された。当時勤勉とは言えない学生であった私に

は，ただただ無味乾燥な授業としか思えず，興味

関心というより，ひたすら覚えるしかない科目と

いう印象しかもたなかったと記憶している。その

後，後輩の学年から当該講義は，今では知らない

人はいないほどご高名な解剖学者の先生が担当さ

れることとなり，件の教授は初回講義で，解剖学

は人に習うものじゃない，自分で勉強しなさいと

言われ，一年間哲学の話をされたそうである。今

ではその先生の講演は大変な人気なので，貴重な

機会を得た後輩をうらやましく思ったものであ

る。この話の真偽は定かでないが，解剖学は人に

習うものではなく自分で学ぶものである，という

点は，その後の臨床経験，教員経験を通じて至極

納得して今に至っている。

解剖学，生理学は必要に迫られたとき，最も学

習し，また身につくものである。必要に迫られた

ときとは，看護者であるならやはり対峙する患者，

すなわち看護の対象を真に理解したい，理解せね

ばならないと思うときである。そう思いつつ，本

書は自己学習のテキストとしていかがかとページ

を開いてみた。はじめの数ページに目を通しまず

驚いたのは，これまで手にした解剖・生理学のテ

キストに比して，はるかにおもしろく惹きつけら

れることである。それは本書の特徴である，平易

な表現，きわめて詳細な図解，ほぼ全見開きペー

ジに付されたコラムによるところが大きい。特に

コラムにおいては，基礎教育課程の学生，あるい

は臨床看護師が改めて解剖，生理の知識に立ち

返ったとき疑問に思いそうな項目が連なってい

る。あたかも看護職の疑問を事前に調査したかの

ような，痒い所に手が届く内容である。

なぜこのようなテキストに仕上がっているの

か。それはこのテキストが人を理解するとはどう

いうことか，というシリーズの一巻として作られ

たからだと推察する。患者の看護をする上で，フィ

ジカルアセスメントは欠かせない。目の前の患者

はどのような健康上の問題を抱えているのか，変

化した体の構造，機能は何か，それを補うための

治療的，看護介入は何かを考え理解し実践するた

めには，本来の構造機能を理解していることが必

須である。

講義ですべてを教授することは不可能であり，

基本的な考え方，ものの見方を伝えられればあと

はそれを応用して学生自身が自ら習得していく。

そのためのテキストとして，本書はまさに座右の

書にしたい良書である。
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